
　

計
量
記
念
日
全
国
大
会

は
、　

月
1
日
の
計
量
記
念

11

日
を
祝
っ
て
全
国
の
計
量
計

測
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

相
互
の
交
流
を
深
め
る
と
共

に
最
新
の
技
術
情
報
等
を
共

　

計
量
記
念
日
に
あ
わ
せ
て

日
本
計
量
振
興
協
会
が
毎
年

発
行
し
て
い
る
、
計
量
啓
発

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
『
計
量
の

ひ
ろ
ば
』。
A
4
判
3
つ
折

り
、
両
面
カ
ラ
ー
印
刷
。「
ピ

カ
チ
ュ
ー
」
を
起
用
し
た
デ

ザ
イ
ン
で
、
ポ
ス
タ
ー
と
の

統
一
性
を
は
か
っ
て
い
る
。

■
百
貨
店
計
量
士
の
仕
事
を
紹
介

　

今
回
の
特
集
は
、
計
量
制

度
の
概
要
を
抽
象
的
に
解
説

す
る
の
で
は
な
く
、
百
貨
店

に
勤
務
す
る
個
人
の
計
量
士

の
仕
事
を
具
体
的
に
紹
介

し
、
計
量
士
の
仕
事
と
、
計

量
士
が
果
た
し
て
い
る
役
割

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
意
欲
的
な
試
み
。

　

計
量
士
が
果
た
す
役
割
は

計
量
法
令
で
規
定
さ
れ
て
い

る
が
、
百
貨
店
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
も
出
店
し
て
い
る

地
域
の
状
況
や
、
百
貨
店
の

規
模
・
形
態
な
ど
に
よ
っ
て
、

百
貨
店
に
お
け
る
計
量
士
の

仕
事
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
部

分
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
そ

の
な
か
で
の
仕
事
に
お
け
る

工
夫
な
ど
も
異
な
っ
て
く
る

こ
と
か
ら
、
計
量
士
の
仕
事

の
一
例
と
し
て
、
個
人
の
計

量
士
の
署
名
記
事
に
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
『
計
量
の
ひ
ろ
ば
』

に
よ
っ
て
、
計
量
士
の
知
名

度
が
上
が
り
、
ま
た
適
正
計

量
の
確
保
に
奮
闘
す
る
計
量

士
に
た
い
す
る
親
し
み
が
増

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

■
仕
事
を
具
体
的
に
紹
介

　

こ
の
特
集
は
、「
開
店
時
間

に
お
客
様
を
お
迎
え
す
る

前
、
計
量
士
と
し
て
店
内
の

「
は
か
り
」
が
い
つ
も
の
位

置
に
正
確
に
置
か
れ
て
い
る

か
巡
回
点
検
し
ま
す
。
同
時

に
適
正
表
示
に
よ
る
値
札
に

な
っ
て
い
る
か
の
確
認
も
行

い
ま
す
」
な
ど
、
百
貨
店
に

勤
務
す
る
計
量
士
が
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
る
の
か
が
、

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

の
が
魅
力
だ
。

　

ま
た「
今
後
は
シ
ー
ル（
適

合
シ
ー
ル
）
付
近
に
、
中
国

語
に
よ
る
表
示
も
考
慮
中
」

な
ど
と
、
店
舗
の
利
用
客
の

国
際
化
な
ど
を
考
慮
し
て
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

情
報
収
集
に
も
努
め
て
お

り
、「
仕
入
れ
商
品
の
値
札
表

示
等
の
誤
記
発
見
な
ど
に
生

か
し
て
い
」
る
。

　

百
貨
店
の
裏
方
と
し
て
の

計
量
士
の
仕
事
の
重
要
性

が
、
消
費
者
に
い
っ
そ
う
理

解
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。

■
標
語
な
ど
も
掲
載

　
『
計
量
の
ひ
ろ
ば
』
に
は
、

昨
年
度
の「
計
量
啓
発
標
語
」

と
「
何
で
も
は
か
っ
て
み
よ

う
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
最
優
秀

作
品
賞
、
優
秀
作
品
賞
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

■
4
万
4
0
0
0
部
作
成

　
『
計
量
の
ひ
ろ
ば
』は
4
万

4
0
0
0
部
作
成
。
全
国
の

計
量
協
会
や
計
量
行
政
機

関
、
計
量
関
連
機
関
な
ど
へ

配
布
し
、
全
国
で
活
用
さ
れ

る
。

候
学
研
究
セ
ン
タ
ー
j
の
セ

ン
タ
ー
長
と
し
て
帰
国
、
現

在
に
至
る
。
専
門
は
古
気
候

学
、
地
質
年
代
学
。
2
0
1

3
年
、
大
和
エ
イ
ド
リ
ア
ン

賞
。
2
0
1
7
年
、
講
談
社

科
学
出
版
賞
。

【
著
書
】
▽
『
時
を
刻
む
湖
』

（
岩
波
科
学
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
2
0
1
5
年
）
▽

『
人
類
と
気
候
の　

万
年

10

史
』（
講
談
社
ブ
ル
ー
パ
ッ
ク

ス
、
2
0
1
7
年
）。

■
概
要

【
日
時
】　

月
1
日　

、　

11

（水）

13

時　

分
～　

時　

分
（
受
付

30

18

30

有
し
て
、
学
術
、
産
業
の
発

展
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　

計
量
記
念
日
式
典
で
は
、

「
経
済
産
業
大
臣
表
彰
」
と

「
産
業
技
術
環
境
局
長
表

彰
」の
受
賞
者
を
表
彰
す
る
。

　

記
念
行
事
で
は
、
小
学
生

か
ら
公
募
し
て
い
た
「
何
で

も
は
か
っ
て
み
よ
う
コ
ン
テ

ス
ト
」や
、「
計
量
啓
発
標
語
」

の
、
入
賞
作
・
入
賞
者
を
発

表
し
、
表
彰
す
る
。「
計
量
啓

発
標
語
」
の
入
賞
作
は
、
来

年
の
計
量
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
『
計
量
の
ひ
ろ
ば
』
等
に

使
わ
れ
る
。

■
特
別
講
演

　

特
別
講
演
は
、「
7
万
枚
の

縞
を
数
え
る
―
福
井
県
の

「
泥
」
が
世
界
の
「
も
の
さ

し
」
に
な
る
ま
で
」（
中
川
毅

立
命
館
大
学
総
合
科
学
技
術

研
究
機
構
・
古
気
候
学
研
究

セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
）。

　

講
演
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

　

日
常
の
時
間
を
計
る
の
は

時
計
だ
が
、
地
質
学
が
扱
う

よ
う
な
遠
い
過
去
の
時
間
を

測
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い

い
の
だ
ろ
う
か
。

　

決
め
手
に
な
っ
た
の
は
、

日
本
の
あ
る
湖
か
ら
発
見
さ

れ
た
「
泥
」
だ
っ
た
。

　
「
泥
」
を
材
料
に
、
世
界
中

で
使
わ
れ
る
「
時
間
の
も
の

さ
し
」
を
作
り
上
げ
た
、
若

い
研
究
者
た
ち
の
物
語
を
紹

介
す
る
。

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
1

9
6
8
年
東
京
都
生
ま
れ
。

1
9
9
2
年
、
京
都
大
学
理

学
部
卒
業
。
1
9
9
4
年
、

同
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。

1
9
9
8
年
、
エ
ク
ス
・
マ

ル
セ
イ
ユ
第
三
大
学　

理
学

（仏）

部
博
士
課
程
終
了
。D

octe

u
r
en
S
cien
ces

（
理
学

博
士
）。2
0
0
6
年
よ
り
現

在
ま
で
、
水
月
湖
年
縞
国
際

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー

ダ
ー
。
2
0
0
9
年
に

ニ
ュ
ー
力
ッ
ス
ル
大
学　

教
（英）

授
。
2
0
1
4
年
、
立
命
館

大
学
に
新
設
さ
れ
た
「
古
気

特
別
講
演

7
万
枚
の
縞
を
数
え
る
―
福
井
県
の「
泥
」が

世
界
の「
も
の
さ
し
」に
な
る
ま
で
―

中
川
毅
立
命
館
大
学
古
気
象
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
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月
1
日
に
計
量
記
念
日
全
国
大
会
、『
計
量
の
ひ
ろ
ば
』 
①
面

11指
定
検
定
機
関
の
申
請
方
法　

〜　
 

②
〜
⑤
面

（6）

（9）

2
0
1
8
全
国
の
計
量
記
念
日
行
事　
 

⑥
面

（1）

社
説
・
自
動
ハ
カ
リ
の
検
定
実
施
は
日
本
の
計
量
制
度
に

大
き
な
転
換
を
も
た
ら
す 

⑦
面

関
東
甲
信
越
地
区
計
量
団
体
連
絡
協
議
会
開
く 

⑧
面

今週の主な記今週の主な記事事

計
量
の
ひ
ろ
ば　
　No.
61

「
百
貨
店
計
量
士
の
し
ご
と
」を
特
集

月
1
日
に
計
量
記
念
日
全
国
大

　

月
1
日
に
計
量
記
念
日
全
国
大
会会

1111ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
東
京
ベ
イ
で

　

経
済
産
業
省
と
計
量
記
念
日
組
織
委
員
会
は
、
2
0
1

8
年
度
計
量
記
念
日
全
国
大
会
を　

月
1
日　

、
東
京
都

11

（木）

港
区
の
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
東
京
ベ
イ
で

開
催
す
る
。
計
量
記
念
日
式
典
は
経
済
産
業
省
が
主
催
、

全
国
の
計
量
関
係
機
関
、
計
量
関
係
団
体
で
構
成
す
る
計

量
記
念
日
組
織
委
員
会
が
記
念
行
事
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を

主
催
。
計
量
関
係　

団
体
と
日
本
計
量
振
興
協
会
が
協
賛

31

す
る
。
協
力
は
、
全
国
計
量
関
係
団
体
。

　

時
～
）

13【
会
場
】
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
東
京
ベ
イ

5
階
ウ
ィ
ラ
ー
ド
（
東
京
都

港
区
海
岸
1
―　

―
2
）

16

【
事
務
局
・
問
い
合
わ
せ
先
】

日
本
計
量
振
興
協
会
＝
電
話

0
3
―
3
2
6
9
―
3
2
5

9
、
F
A
X
0
3
―
3
2
6

8
―
2
5
5
3
、
電
子
メ
ー

ルk
in
en
b
i@
n
ik
k
eish

in
.or.jp

プ
ロ
グ
ラ
ム

■
計
量
記
念
日
式
典
（　

時
13

　

分
～
）

30▽
開
会
の
辞
▽
経
済
産
業
省

式
辞
▽
来
賓
祝
辞
▽
経
済
産

業
大
臣
表
彰
状
授
与
▽
産
業

技
術
環
境
局
長
表
彰
状
授
与

▽
受
賞
者
代
表
謝
辞
▽
閉
会

の
辞

■
記
念
行
事（　

時　

分
～
）

14

30

▽
組
織
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

▽
計
量
啓
発
標
語
発
表
お
よ

び
表
彰
▽
何
で
も
は
か
つ
て

み
よ
う
コ
ン
テ
ス
ト
発
表
お

よ
び
表
彰
▽
特
別
講
演
（
5

階
メ
イ
フ
ェ
ア
、　

時　

分

15

10

～
）「
7
万
枚
の
縞
を
数
え
る

―
福
井
県
の
「
泥
」
が
世
界

の
「
も
の
さ
し
」
に
な
る
ま

で
―
」
中
川
毅
（
立
命
館
大

学
総
合
科
学
技
術
研
究
機
構

古
気
候
学
研
究
セ
ン
タ
ー

長
・
教
授
）

■
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
5
階

ウ
ィ
ラ
ー
ド
、　

時
～
）

17

　

交
流
を
深
め
る
。


